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前年度比２億９，７００万円の減額（５．０８％減）

令和８年度　一般会計予算

歳入歳出　５５億４，６００万円

予　
　

算

■主要事業

１.地域資源を活かした活力あふれるまちづくり【産業・経済の発展】   ( 単位：千円 )

事務事業名等 予算額 事業内容等

営農改善対策 ２１,９４４ 下仁田ねぎ祭り開催費、農業者に対する支援対策

森林経営管理事業 ２９,０６４ 森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策

産業振興対策 ９,０３３
産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、
ねぎと蒟蒻食材料費補助等

2. 自然と調和し、安心・安全に暮らせるまちづくり【生活・防災の向上】   

事務事業名等 予算額 事業内容等

防災等地域情報配信ＩＴ
化事業

８０,１４２ 防災行政無線個別受信機のタブレット化 新規

空き家等利活用事業 ８,０５０
移住定住及び二地域居住支援として、空き家バン
ク登録物件を対象に改修及び片付け費用、空き家
取得費や賃貸料の一部を補助

空き家活用住宅事業 １６,５００
移住定住促進を目的に、町内空き家を町が 10年間
借上げて改修し、移住者向け公的賃貸住宅として
貸付

新規

ＳＳ過疎地対策事業 ２０,０００ 燃料の安定供給対策事業 新規

消防水利維持補修 ３,９８８ 水道管敷設工事に伴う消火栓設置

道路・橋りょうの改良及
び維持管理

２２５,０８２
町道改良・維持補修工事、防災対策予防伐採等・
除雪、橋りょう補修工事等

水道施設等の整備 ６３,０３０ 水道設備の維持管理費用
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３.だれもが健やかにいきいきと暮らせるまちづくり【福祉・健康の充実】

事務事業名等 予算額 事業内容等

高等学校等通学定期券
購入補助事業

３,６００
町内在住者および下仁田高校通学者で、上信電鉄
を利用して高校へ通学する生徒の保護者に対して、
通学定期券の購入を補助

新規

健康づくりシニア交流旅
行事業

１,２５９
７５歳以上、介護保険の利用がない方で特定健診、
人間ドック受診者を対象に、元気に外出する機会を
作るための日帰りバス旅行を実施。定員１２０名

新規

シニア健康ポイント制度 ３００
シニア世代の健康づくりイベント等の参加に応じ
て商品券を交付する事業

高齢者等タクシー利用券
交付事業

９,０７５
運転免許証を保有しない高齢者等が利用できるタ
クシー利用券を交付

歩行解析教室 ６００
歩行解析システム（AI) を用いた歩き方検知と歩
き方指導

新規

ＲＳウイルスワクチン接種 ３００
予防接種法改正による新規定期予防接種。乳児の
ＲＳウイルス感染を予防するために妊婦（妊娠 28
週から 36 週）に接種

新規

４.地域に愛着と誇りを持ち、未来を拓く人を育むまちづくり【教育・文化の高揚】

事務事業名等 予算額 事業内容等

英語教育の充実 ３０,６８７
小中一貫外国語教育、ＡＬＴ及び英語支援員の配
置、英検受検料の無償化、イングリッシュキャン
プの実施、海外派遣の実施

水泳の充実 ９２４
夏季休業期間中の水泳教室の開催、水泳授業にお
ける民間講師の活用、プール清掃の民間委託

新規

文化ホール設備修繕工事 １,９８８ ロビー排煙窓修繕・電動ロールスクリーン設置工事 新規

ジオパークの研究と活用 ３,０８０
上信電鉄・ジオパーク車両のラッピング劣化に伴
い新たなデザインによるリニューアル

文化財調査保護 ２９, ６３９
荒船風穴・春秋館の保存整備、荒船風穴ウォーク
の開催

学校給食費の無償化 １１, ７０８
町内在住の保護者に対する子育て支援策として、
町立小・中学校在学の児童・生徒の学校給食費無
償化

５.町民とともに歩み、協働と連携で創るまちづくり【町民協働・行政運営効率化】

事務事業名等 予算額 事業内容等

地域づくり支援事業 １,４００
従来のまちづくり支援事業に加えて、行政区で行
うクマ誘引樹木伐採に係る費用への助成事業
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令和７年度一般会計補正予算(第６号)【３月定例会】
歳入歳出５万１千円増額補正し、予算総額６４億３６０万１千円

財政調整基金積立金等の増額

■主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：万円）

名　称　等 主　な　内　容 補　正　額

民生費県負担金 後期高齢者医療保険基盤安定負担金等 ▲４８１

農林水産業費県補助金 特用林産物生産活力アップ事業補助金等 ▲２０６

総務費委託金 参議院議員選挙費委託金等 ▲１３０

一般寄附金 ふるさと下仁田応援寄附金 ４００

財政調整基金繰入金 財政調整基金繰入金 ▲３,６７３

ふるさと下仁田応援基金繰入金 ふるさと下仁田応援基金繰入金 ▲１９４

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金繰入金 ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金繰入金 ▲１４７

総務債 過疎対策事業債、デジタル活用推進事業債 ２,６４０

衛生債 過疎対策事業債、脱炭素推進事業債 １８０

農林水産業債 過疎対策事業債、緊急自然災害防止対策事業債 ３６０

土木債 過疎対策事業債、公営住宅建設事業債 ２,５５０

消防債 過疎対策事業債、緊急防災・減災事業債 ３,１２０

教育債 過疎対策事業債、緊急防災・減災事業債 ▲４,５８０

■主な歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：万円）

事　業　名　等 主　な　内　容 補　正　額

一般管理費 ネットワークシステム維持管理費等 ▲６２５

財政管理費 ふるさと下仁田応援基金積立金 ７,６８１

企画費 ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業等 ３０５

戸籍住民基本台帳費 住民基本台帳管理等 ▲９９５

参議院議員選挙費 参議院議員選挙費 ▲１４０

社会福祉総務費 障害者自立支援給付事業等 ４５０

老人福祉費 後期高齢者医療特別会計繰出金 ▲５５２

医療福祉費 福祉医療費助成医療費分等 ▲１４４

介護保険特別会計繰出金 介護保険特別会計繰出金 ▲４５７

後期高齢者医療特別会計繰出金 後期高齢者医療特別会計繰出金 ▲３４７

福祉医療費助成 福祉医療費助成医療費分等 ▲１３１

高齢者支援費 在宅高齢者福祉事業等 ▲１９４

保健衛生総務費 下仁田南牧医療事務組合負担金等 ▲１７２

予防費 定期接種、個別接種病院委託料等 ▲３４５

農業振興費 地域おこし協力隊事業等 ▲７５２

林業振興費 地域おこし協力隊事業等 ▲９１０

商工振興費 創業促進事業等 ▲２９６

観光費 地域おこし協力隊事業等 ▲１,４３４

道路橋梁総務費 急傾斜地崩壊対策事業受益者負担金 ３７５

橋梁維持費 橋梁補修工事等 ２２０

消防施設費 消防自動車購入 ３,４５０

学校管理費（小学校） 体育館空調設備設置工事 ▲３,０３０

教育振興費（小学校） タブレット端末リース料等 ▲２１４

学校管理費（中学校） 体育館空調設備設置工事 ▲１,５７０

教育振興費（中学校） タブレット端末リース料等 ▲１６５

ジオパーク推進費 地域おこし協力隊事業等 ▲２７５

予　
　

算

▶審議結果は８・９ページ
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▼
主
な
質
疑

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

問　

投
票
移
動
支
援
タ
ク

シ
ー
に
係
る
補
助
金
が

80
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
。

答　

今
回
の
タ
ク
シ
ー
会

社
と
の
契
約
は
終
日
貸

切
と
し
ま
し
た
の
で
、

予
算
額
が
大
き
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
が
、
利

用
実
績
が
想
定
よ
り
も

少
な
か
っ
た
た
め
減
額

い
た
し
ま
し
た
。

問　

令
和
８
年
度
予
算
で

も
移
動
支
援
に
つ
い
て

は
計
上
さ
れ
る
と
思
う

が
、
周
知
な
ど
し
っ
か

り
し
て
い
た
だ
き
、
投

票
率
が
上
が
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。

答　

今
後
も
多
く
の
方
に

制
度
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
周
知
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問　

消
防
車
両
購
入
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
車

両
な
の
か
。

答　

第
１
分
団
第
１
部

に
配
備
さ
れ
て
お
り
ま

す
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
に
な
り
ま
す
。

配
備
さ
れ
て
い
る
車
両

は
、
22
年
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
入
替

を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

問　

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
事
業
の

管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
。

答　

当
初
※

ノ
ー
コ
ー
ド

ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
シ

ス
テ
ム
構
築
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
求
め
る

機
能
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
判
断

し
た
た
め
、
既
存
シ
ス

テ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
た

機
能
向
上
に
よ
る
改
修

へ
と
方
針
を
変
更
し
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

※
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
書
か

ず
に
、
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ

な
ど
の
視
覚
的
操
作
で
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
や
業
務
ア
プ
リ
を
開
発

で
き
る
ツ
ー
ル
。
専
門
知
識
不

要
で
、
最
短
即
日
で
「
動
く
」

ア
プ
リ
を
作
れ
る
た
め
、
社
内

の
業
務
効
率
化
（
Ｄ
Ｘ
）
や
新

規
事
業
の
迅
速
な
立
ち
上
げ
に

最
適
。

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計

　

予
算

問　

街
な
か
活
性
化
拠
点

施
設
等
イ
ベ
ン
ト
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
。

答　

現
在
整
備
中
の
下
仁

田
駅
前
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
、
施
設
が
完
成

後
に
開
催
す
る
式
典
、

ま
た
、
町
内
・
町
外
の

方
の
多
く
に
周
知
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
色
々
な
催
し
を
し

て
い
く
た
め
委
託
料
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問　

今
後
、
移
動
投
票
所

を
設
置
す
る
計
画
が
あ

る
か
。

答　

検
討
は
行
っ
て
い

ま
す
。
現
状
は
移
動
投

票
所
は
大
き
な
車
で
運

用
を
す
る
た
め
、
ご
自

宅
の
玄
関
ま
で
は
行
け

ず
、
集
会
所
等
の
広

い
ス
ペ
ー
ス
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

ま
で
は
徒
歩
や
車
で
の

移
動
と
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
ご
自
宅
ま
で
迎

え
に
行
き
投
票
所
ま
で

連
れ
て
き
て
く
れ
る
移

動
支
援
タ
ク
シ
ー
の
方

が
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

吉
崎
の
旧
下
仁
田
保

育
園
の
建
物
と
園
舎
の

一
部
が
借
地
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
借
地
を

返
す
こ
と
は
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

当
該
建
物
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
耐
用
年
数
も
迫
っ

て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
取
り
壊
す
こ
と
も
検

討
さ
れ
ま
す
が
、
建
物

を
倉
庫
と
し
て
使
用
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
代
替
の
施
設
が

な
い
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
の
返
却
は
予
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
事
業
に
つ
い
て
。

答　

学
校
行
事
の
一
環

と
し
て
、
か
つ
英
語
学

習
、
英
語
科
の
授
業
と

し
て
１
泊
２
日
で
行
う

も
の
で
す
。

問　

負
担
金
は
か
か
る
の

か
。

答　

保
護
者
か
ら
は
１
万

円
の
集
金
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　

荒
船
風
穴
ゾ
ー
ン
整

備
工
事
の
令
和
８
年
度

分
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
工
事
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

予

算

決

算

特

別

委

員

会

予
算
質
疑
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予
算
質
疑

答　

工
事
内
容
と
し
て
は

令
和
７
年
度
か
ら
引
き

続
き
、
立
入
防
止
柵
の

設
置
と
新
た
に
１
号
風

穴
見
学
者
デ
ッ
キ
の
更

新
、
冷
風
体
験
広
場
に

お
け
る
縁
台
の
設
置
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

令
和
７
年
度
に
つ
い

て
は
入
場
規
制
を
行
っ

て
工
事
を
実
施
し
た

が
、
令
和
８
年
度
の
整

備
工
事
は
。

答　

園
路
が
完
成
し
ま

し
た
の
で
、
令
和
８
年

度
実
施
工
事
に
つ
い
て

は
、
見
学
者
を
風
穴
付

近
ま
で
引
き
入
れ
て
、

安
全
に
配
慮
し
な
が
ら

工
事
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問　

妊
婦
に
対
す
る
遠
方

の
分
娩
取
扱
施
設
へ
の

交
通
費
支
援
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
。

答　

最
寄
り
の
分
娩
取
扱

施
設
ま
で
の
移
動
で
、

60
分
以
上
か
か
る
場
合

に
、
そ
の
交
通
費
を
補

助
す
る
事
業
で
、
妊
婦

健
診
、
分
娩
、
1
か
月

児
健
診
に
係
る
交
通
費

の
補
助
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問　

県
外
の
分
娩
取
扱
施

設
で
分
娩
し
た
場
合
は

対
象
に
な
る
か
。

答　

60
分
以
上
か
か
れ
ば

対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

営
農
改
善
対
策
経
営

発
展
支
援
事
業
に
つ
い

て
。

答　

49
歳
以
下
の
認
定

新
規
就
農
者
で
、
就
農

後
の
経
営
発
展
の
た
め

に
必
要
な
機
械
・
施
設

の
導
入
等
を
支
援
し
ま

す
。
国
１
／
２
で
補
助

上
限
１
千
万
円
、
県
１

／
４
で
上
限
５
百
万
円

を
補
助
す
る
も
の
で

す
。

問　

地
籍
調
査
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

答　

今
年
度
に
基
本
計

画
を
作
成
、
事
前
準
備

で
職
員
研
修
等
に
参
加

し
、
令
和
９
年
度
か
ら

実
施
に
向
け
た
地
元
説

明
、
境
界
立
ち
会
い
、

測
量
等
に
入
る
予
定
で

す
。

問　

Ｓ
Ｓ
過
疎
地
対
策
事

業
の
現
在
の
状
況
は
。

答　

先
行
し
て
用
地
の
測

量
を
行
う
た
め
に
業
者

と
協
議
中
で
、
３
月
中

に
測
量
を
行
い
、
そ
の

後
地
質
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。

問　

支
障
木
伐
採
等
手
数

料
、
防
災
対
策
予
防
伐
採

手
数
料
と
町
道
等
草
刈

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
。

答　

支
障
木
伐
採
等
手
数

料
は
、
道
路
通
行
に
支

障
と
な
る
樹
木
や
、
河

川
内
に
生
え
て
川
の
流

れ
に
支
障
と
な
っ
て
い

る
樹
木
を
伐
採
す
る
予

算
。

　
　

防
災
対
策
予
防
伐
採

手
数
料
は
、
町
管
理
の

町
道
に
限
ら
ず
国
県
道

沿
線
で
も
、
倒
木
の
恐

れ
が
あ
る
樹
木
や
杉
等

が
、
密
集
し
て
日
陰
を

作
り
、
路
面
を
凍
結
さ

せ
て
し
ま
う
樹
木
を
伐

採
す
る
予
算
。

　
　

町
道
等
草
刈
業
務
委

託
料
は
、
主
に
町
道
等

の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
の
事
業
で
、
恒
常
的

に
雑
木
が
茂
っ
て
い
る

場
所
の
対
応
や
、
見
通

し
が
悪
く
事
故
に
繋
が

る
恐
れ
の
あ
る
場
所
に

対
応
す
る
予
算
で
す
。

問　

図
書
購
入
に
つ
い
て

説
明
を
。

答　

新
刊
図
書
を
年
間

３
７
０
冊
ほ
ど
購
入
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
代
に
応
じ
た
図

書
を
購
入
し
ま
す
。

図書館

荒船風穴
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議
員　

ペ
ッ
ト
で
は
な
い

外
猫
に
給
餌
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
か
。

保
健
課
長　

直
接
禁
止
す

る
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
動
物
愛
護
管
理
法

に
よ
り
問
題
視
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

地
域
猫
は
ど
の
様

な
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か
。

保
健
課
長　

地
域
猫
活
動

は
単
な
る
給
餌
で
は
な

く
計
画
的
・
組
織
的
な

活
動
で
、
公
益
財
団
法

人
ど
う
ぶ
つ
基
金
が
推

進
す
る
※

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
等

に
て
不
妊
去
勢
手
術
済

み
の
飼
い
主
の
い
な
い

猫
を
「
さ
く
ら
ね
こ
」

と
呼
び
、
地
域
で
清
掃
・

健
康
管
理
等
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

議
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ

の
紹
介
は
し
て
い
る
か
。

保
健
課
長　

町
は
令
和
２

年
よ
り
、
ど
う
ぶ
つ
基
金

の
「
さ
く
ら
ね
こ
事
業
」

に
登
録
し
窓
口
・
Ｈ
Ｐ
等

で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
申

請
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

管
理
の
さ
れ
て
い

な
い
外
猫
へ
の
苦
情
等

の
対
応
は
。

保
健
課
長　

通
報
を
受
け

ま
す
と
係
員
が
訪
問
し

注
意
・
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
度
重
な
る

指
導
を
行
っ
て
も
改
善

さ
れ
な
い
現
状
も
あ
り

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

議
員　

国
法
の
「
動
物
愛

護
管
理
法
」
の
多
大
な

過
料
を
受
け
な
い
た
め

に
も
町
行
政
に
よ
る
小

さ
な
過
料
の
必
要
性
、

愛
護
と
生
活
環
境
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
も
下
仁
田
町
環
境

美
化
条
例
の
改
正
が
必

要
と
感
じ
る
が
。

保
健
課
長　

現
行
の
「
下

仁
田
町
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
」
ま
た
国
法

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
を
意

識
し
、
命
令
違
反
が
続

く
場
合
に
は
行
政
・
住

民
か
ら
刑
事
告
発
や
民

事
訴
訟
に
発
展
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
住
民
生

活
の
環
境
確
保
の
た
め

に
も
検
討
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員　

弱
い
生
き
物
へ
給

餌
は
博
愛
精
神
に
溢
れ

て
い
ま
す
が
、
訴
訟
問

題
へ
と
発
展
し
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
う
な
ら
な
い
様
、

条
例
の
改
正
・
ペ
ッ
ト
以

外
の
不
妊
手
術
に
対
す

る
行
政
の
支
援
が
1
匹

で
も
多
く
の
不
幸
な
外

猫
を
増
や
さ
な
い
事
へ
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

町
長　

法
令
と
の
整
合

性
、
実
効
性
、
動
物
愛

護
と
の
両
立
図
り
な
が

ら
慎
重
か
つ
丁
寧
に
検

討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

議
員　

令
和
７
年
度
の
一

人
当
た
り
の
配
布
枚
数

は
。

福
祉
課
長　

例
年
の
交
付

枚
数
に
10
枚
追
加
し
最

大
75
枚
交
付
致
し
ま
し

た
。

議
員　

令
和
７
年
度
の
利

用
状
況
は
。

福
祉
課
長　

申
請
数
は

４
３
３
件
で
利
用
者
は

延
べ
３
２
２
人
で
す
。

議
員　

タ
ク
シ
ー
券
の
譲

渡
は
夫
婦
間
で
も
出
来

な
い
の
か
。

福
祉
課
長　

現
時
点
で
は

個
々
で
の
利
用
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

夫
婦
間
で
の
や
り

取
り
は
見
直
せ
な
い
か
、

ま
た
利
用
券
に
は
利
用

者
の
ご
意
見
等
を
記
入

す
る
欄
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長　

現
状
は
無
い

が
今
後
検
討
し
設
け
た

い
。

町
長　

タ
ク
シ
ー
券
は
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

利
用
者
の
ご
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
出
来
る

範
囲
で
条
件
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券

令
和
７
年
度
の
利
用
状
況
は

申
請
数
は
４
３
３
件
で

利
用
者
は
延
べ
３
２
２
人

管
理
さ
れ
て
い
な
い

外
猫
へ
の
対
応
は

係
員
が
訪
問
し
注
意
指
導
を

行
っ
て
い
る

問

問

答

答

小井土光弘議員
一般質問

（YouTube）

一
般
質
問
●
小
井
土
光
弘 

議
員

小井土光弘 議員

※ＴＮＲ活動　
　ＴはＴｒａｐ ( 捕獲 ) 人道的な捕獲器にて捕獲、ＮはＮｅｕｔｅｒ ( 不妊去勢手術 ) 獣医師によ

る不妊去勢手術の実施、ＲはＲｅｔｕｒｎ (元の場所に戻す )手術後元の場所に戻す活動

外猫
（飼い主のいない猫）



8２０２６ 春号

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　称

堀

越

健

介

並

木

一

夫

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

木

暮

弘

元

佐 

藤 
 

博

千

野

榮

治

堀

口

博

志

審
議
結
果

1
専決処分の承認を求めることについて

（令和７年度下仁田町一般会計補正予算（第５号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

2
令和７年度下仁田町役場庁舎１階空調設備更新工事請負契約に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

３月定例会（５日～１８日開催）

3 下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問 
1

人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任

4 下仁田町災害弔慰金の支給等に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

5
下仁田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

6 下仁田町役場課設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

7
下仁田町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

8
下仁田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9
下仁田町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の
条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10
下仁田町会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11
下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12
下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13
下仁田町町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14
甘楽富岡地域定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す
る協定の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15
令和７年度下仁田町一般会計補正予算

（第６号）
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決

16
令和７年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17
令和７年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18
令和７年度下仁田町介護保険特別会計補正予算

（第３号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19
令和７年度下仁田町水道事業会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20
令和７年度下仁田町浄化槽事業会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 令和８年度下仁田町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

審 議 結 果

２月臨時会（２月１９日開催）
○は賛成、×は反対を表しています。 
( 岡田邦敏議長欠席のため堀口副議長を除く８人で採決を行いました。)

( 岡田邦敏議長を除く９人で採決を行いました。)

審
議
結
果
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議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　称

堀

越

健

介

並

木

一

夫

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

木

暮

弘

元

佐 

藤 
 

博

千

野

榮

治

堀

口

博

志

審
議
結
果

22 令和８年度下仁田町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23 令和８年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24 令和８年度下仁田町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

25 令和８年度下仁田町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

26 令和８年度下仁田町浄化槽事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳情の審査結果

受付
番号 件　名 申　請　者 審査 

結果

陳情 
1

ｍ RNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）
接種事業の中止の意見書提出を求める陳情書

群馬県有志の会 
代表　武井俊樹　会員121名

継続 
審査

 

３
月
定
例
会
の
概
要

▼
５
日　

開
会
日

・
会
期
を
18
日
ま
で
と
す

る
決
定
及
び
一
般
質
問

１
名

・
全
員
協
議
会
（
議
案
）

▼
６
日

　

全
員
協
議
会
（
議
案
）

▼
９
日

　

議
案
の
上
程
・
採
決

・
下
仁
田
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
選

任
の
人
事
案
件
を
同
意

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

推
薦
の
人
事
案
件
諮
問

を
適
任
同
意

・
下
仁
田
町
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
他
全
11
議
案

を
上
程
・
可
決

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算(

第

６
号)

や
令
和
８
年
度
下

仁
田
町
一
般
会
計
予
算

※
他
全
12
議
案
を
予
算
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託

▼
10
日
・
11
日
・
12
日　

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

・
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

▼
18
日　

最
終
日
・
採
決

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

※
他
全
12
議
案
を
可
決

◆
富
岡
甘
楽
広
域
圏
議
会

　

令
和
７
年
３
月
定
例
会

　
　

（
２
月
25
日
開
催
）

・
令
和
６
・
７
年
度
下
仁

田
分
署
建
設
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
他
全
６
議
案

※
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算

※
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

・
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
一
般
会
計
予

算
関
係
市
町
村
負
担
金

の
分
割
割
合
に
つ
い
て

※
賛
成
多
数
で
可
決

・
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
教
育
委
員
会
・

教
育
長
並
び
に
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

※
全
会
一
致
で
同
意

◆
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
議
会

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

(

２
月
27
日･

３
月
23
日)

・
下
仁
田
南
牧
医
療
事
務

組
合
会
計
年
度
用
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
他
全
３
議
案

・
令
和
７
年
度
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
令
和
８
年
度
予
算

※
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

(

２
月
27
日･

３
月
23
日)

・
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
令
和
７
年
度
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
令
和
８
年
度
予
算

※
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

審
議
結
果
・
定
例
会
・
広
域
圏
等
議
会
の
概
要
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視
察
研
修

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
・

埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩
父
村

　

令
和
８
年
２
月
26
日

に
、
下
仁
田
町
議
会
議
員

と
下
仁
田
町
職
員
５
名
参

加
の
も
と
、
埼
玉
県
児
玉

郡
神
川
町
、
埼
玉
県
秩
父

郡
東
秩
父
村
に
お
い
て
行

政
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
の
神
川
町
で

は
、
赤
羽
奈
保
子
議
会
議

長
他
町
職
員
の
総
勢
７

名
に
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
、
「
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
の
経
緯
や
問
題
点
等

に
つ
い
て
」
以
下
の
と
お
り

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

導
入
の
目
的
と

　
　
　
　
　
検
討
経
緯

▼
導
入
の
目
的

　

（
メ
リ
ッ
ト
等
）

　

紙
資
料
の
作
成
に
よ
り

発
生
す
る
用
紙
代
や
、
印

刷
に
係
る
経
費
及
び
労
務

等
の
軽
減

▼
効
率
化

　

資
料
の
視
認
性
の
向

上
、
議
員
自
宅
の
資
料
保

管
ス
ペ
ー
ス
削
減

▼
経
費
節
減

　

製
本
経
費
の
節
減

▼
危
機
管
理
対
策

　

災
害
情
報
の
共
有
と
町

へ
の
情
報
提
供
、
現
場
写

真
の
整
理
・
送
信
等
を
考

慮
し
、
導
入
を
決
定
し
た
。

▼
導
入
の
経
緯

　

令
和
４
年
10
月
（
導
入

前
年
度
の
予
算
要
求
時

期
）
に
近
隣
の
導
入
実
績

が
あ
る
事
業
所
か
ら
、
議

会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

関
す
る
説
明
会
（
デ
モ
）

を
開
催
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
に
操
作

研
修
会
を
実
施
し
、
令
和

５
年
12
月
議
会
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
。

▼
現
在
の
課
題

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
文
字
を

書
き
写
し
に
く
い
。

・
印
刷
が
で
き
な
い
。

・
職
員
の
習
熟
と
業
務
変

化
（
作
業
の
効
率
化
）

パ
ソ
コ
ン
に
比
べ
画
面

が
小
さ
く
、
長
文
作
成

や
画
像
・
動
画
編
集

に
不
向
き
な
場
合
が

あ
る
。
（
進
行
へ
の
影

響
）
端
末
の
不
具
合
で

会
議
が
中
断
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

・
集
中
力
の
低
下
：
会
議

中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
別

の
こ
と
を
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

午
後
は
東
秩
父
村
に
て

宮
崎
総
務
課
長
他
担
当
職

員
の
総
勢
３
名
に
対
応
い

た
だ
き
、
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
災
害
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
整
備
（
ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
導
入
）
に
つ

い
て
」
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
と

は
、
現
在
下
仁
田
町
に
お

い
て
運
用
を
し
て
い
る
防

災
無
線
の
、
難
聴
地
域
約

６
０
０
世
帯
に
設
置
し
て

い
る
個
別
受
信
機
の
別
機

種
受
信
端
末
で
す
。

　

現
在
の
個
別
受
信
機
は

設
置
よ
り
約
15
年
経
過
し

て
お
り
対
応
年
数
を
迎
え

更
新
時
期
が
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
受
信
機
は
行
政

の
放
送
を
音
声
の
み
で
伝

え
る
も
の
で
す
が
、
新
た

な
受
信
機
で
は
音
声
放
送

に
加
え
、
文
字
と
し
て
も

伝
達
さ
れ
ま
す
。
聞
き
逃

し
て
い
て
も
、
個
々
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
何
度
で
も
確

認
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

「
防
災
情
報
・
町
か
ら
の

お
し
ら
せ
・
暮
ら
し
の
情

報
等
」
を
届
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
　

　
　
　
　

 

　

ま
た
副
次
的
効
果
と
し

て
、
広
報
紙
を
始
め
と
す

る
今
ま
で
紙
面
等
で
受
け

取
っ
て
い
た
情
報
を
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
て
受
け

取
れ
る
様
に
も
な
り
、
行

政
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
（
下

仁
田
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
も

統
合
）
も
期
待
で
き
ま

す
。

　

端
末
以
外
で
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

は
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
れ
ば
同
じ
情
報
を
ど

こ
で
も
い
つ
で
も
受
け
取

れ
る
様
に
な
り
ま
す
。

議　

会　

行　

政　

視　

察　

研　

修

視察の様子

タブレット端末
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こ
ん
に
ゃ
く
大
國
神
祭　

　

▼
諏
訪
神
社　

１
月
19
日
（
月
）

（
全
議
員
）

甘
楽
・
多
野
地
域
町
村

議
会
議
員
鳥
獣
被
害
対

策
協
議
会
研
修
会

　

▼
役
場
会
議
室

１
月
26
日
（
月
）

（
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
・
議
長
）

バ
ス
車
両
「
車
祓
い
式
」

及
び
「
引
渡
し
式
」　

　

▼
小
坂
バ
ス
事
務
所

　
　
　

  

１
月
30
日(

金)

（
正
副
総
務
常
任
委
員
長)

節
分
祭

　

▼
常
称
寺
内
太
子
堂

２
月
１
日(

日)

(

全
議
員)

立
志
の
集
い

　

▼
下
中
体
育
館

２
月
６
日(

金)

(

副
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

富
岡
甘
楽
地
方
議
会
議
員

連
絡
協
議
会
役
員
会

　

▼
富
岡
市
役
所

２
月
９
日(
月)

(

副
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

▼
役
場
会
議
室

２
月
10
日(

火)

(

全
議
員)

下
仁
田
町
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
総
合
戦
略
推

進
協
議
会

　

▼
役
場
会
議
室

２
月
13
日(

金)

(

副
議
長
・
総
務
、
社
会
経
済
常
任
委
員
長)

荒
船
風
穴
保
存
整
備

委
員
会

　

▼
役
場
会
議
室

２
月
24
日(

火)

(

総
務
、
社
会
経
済
常
任
委
員
長)

第
43
回
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会

　

▼
下
小
校
庭３

月
１
日(

日)

(

全
議
員)

下
仁
田
中
学
校
卒
業
式

　

▼
下
中
体
育
館

３
月
13
日(

金)

(

議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

富
岡
市
市
制

二
十
周
年
記
念
式
典

　

▼
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

３
月
15
日(

日)

(

議
長)

下
仁
田
小
学
校
卒
業
式

　

▼
下
小
体
育
館

３
月
24
日(

火)

(

議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

甘
楽
・
多
野
地
域
町
村
議

会
議
員
交
流
会
役
員
会　

　

▼
役
場
会
議
室

３
月
26
日(

木)

　
　

（
議
長
・
副
議
長
）

 

新
町
駐
屯
地

創
設
75
周
年
記
念
行
事

　

▼
新
町
駐
屯
地

４
月
４
日(

土)

(

副
議
長)

小
幡
さ
く
ら
祭
り

（
武
者
行
列
）

　

▼
甘
楽
総
合
運
動
公
園

４
月
５
日(

日)

(

全
議
員)

し
も
に
た
学
園
入
学
式

　

▼
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

４
月
７
日(

火)

(

議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

相
馬
原
駐
屯
地

創
設
67
周
年
記
念
行
事

　

▼
相
馬
原
駐
屯
地

４
月
11
日(

土)

(

議
長)

下
仁
田
消
防
団

第
３
分
団
詰
所
引
渡
し
式

　

▼
旧
小
坂
小
校
庭

４
月
15
日(

水)

(

議
長
・
総
務
常
任
委
員)

下
仁
田
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
定
期
総
会

　

▼
公
民
館
会
議
室

４
月
23
日(

木)

(

社
会
経
済
常
任
委
員
長)

行
事
報
告

議 

員 

参 

加 

の 

行 

事 

報 

告

こんにゃく大國神祭

認知症サポーター
養成講座

第 43 回からっ風駅伝大会
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編
集
室
か
ら

今
月
の
表
紙

～
議
員
と
話
そ
う
、

　

み
ん
な
で
語
ろ
う
、

　

私
た
ち
の
町
の
未
来
～

今
年
も
開
催
！

　

快
晴
の
休
日
に
車
を
走
ら

せ
る
と
、
福
寿
草
の
里
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な

黄
色
の
花
が
紅
梅
・
白
梅
と

と
も
に
明
る
い
春
を
彩
っ
て

い
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
が
、

休
耕
地
を
手
入
れ
し
、
大
切

に
育
て
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
後
は
、
さ
く
ら
の
里
や

あ
じ
さ
い
園
の
開
花
も
楽
し

み
で
あ
り
、
県
内
外
か
ら
の

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
、
日
々
の
温
か
い
手

入
れ
に
感
謝
の
ひ
と
言
で

す
。

　

ま
た
、
河
津
桜
が
町
内
の

至
る
所
で
見
か
け
ら
れ
、
道

行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い

ま
す
。

　

美
し
い
四
季
を
大
切
に
す

る
こ
の
町
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
心

身
と
も
に
穏
や
か
な
春
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

大
手
博
幸

二
〇
二
六
年　

春
号

（
第　

113　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

岡
田　

邦
敏

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎
０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　議会本会議及び予算決算特別委員会の
傍聴ができます。

日程などのお問い合わせは

☎0274-64-8810

議会だより、会議録の他、下仁田町

議会の情報は下仁田町ホームページ

よりお進み下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は６月です

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委

員

長　

並
木　

一
夫

副
委
員
長　

堀
越　

健
介

委　
　

員　

小
井
土
光
弘

　
　
　
　
　

大
手　

博
幸

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

佐
藤　
　

博

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

表 
彰

おめでとう
　　　ございます
おめでとう
　　　ございます

群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
一
般
表
彰 

岡
田 

邦
敏 

議
長

 　

下
仁
田
町
議
会
議
員
と

し
て
永
年
に
わ
た
り
地
域

発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
、
２
月
13
日
に

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
議
会
議
員
10
年
以
上

在
職
者
の
一
般
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

町
民
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
町

議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
皆
様
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

「
議
会
報
告
会
」
を
、
今
年
も
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

「
普
段
、
議
員
に
は
相
談
し
づ

ら
い
な
…
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
日
頃
考
え
て
い
る
町
の
未
来

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
話
し

ま
せ
ん
か
？

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
く
一
つ
ひ
と

つ
の
ご
意
見
は
、
今
後
の
町
政
や

議
会
活
動
を
前
進
さ
せ
る
大
切

な
道
し
る
べ
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
概
要

　

開
催
時
期
：
９
月
予
定

　

日
程
や
会
場
な
ど
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
の
「
議
会

だ
よ
り
」
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

馬
山
地
区
と
下
仁
田
地

区
の
境
の
、
国
道
２
５
４
号

線
に
沿
っ
て
流
れ
る
鏑
川

の
両
岸
に
は
、
高
さ
約
20
ｍ

の
岩
壁
が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、「
は
ね
こ

し
峡
」
と
呼
ば
れ
、
大
正
時

代
に
は
岩
盤
の
上
に
出
店

が
作
ら
れ
、
水
泳
場
と
し

て
賑
わ
っ
た
景
勝
地
で
、
上

信
電
鉄
の
臨
時
停
車
場
も

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

　

「
は
ね
こ
し
峡
」
は
今
か

ら
約
７
千
万
年
前
に
で
き

た
神
農
原
礫
岩
（
か
の
は

ら
れ
き
が
ん
）
と
呼
ば
れ
る

硬
い
岩
で
、
岩
の
中
に
赤
い

礫
が
入
っ
て
い
て
全
体
が

赤
っ
ぽ
く
見
え
ま
す
。
こ
の

赤
く
て
硬
い
岩
盤
を
川
が

削
り
、
と
て
も
き
れ
い
な
渓

谷
を
作
っ
て
い
ま
す
。

は
ね
こ
し
峡


